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　当社株式は、平成26年6月における月間平均時価総額及び月末時価総額が10億円以上となり、

東京証券取引所の上場廃止基準に該当しないこととなりましたので、お知らせいたします。

記

１．当社株式の時価総額について

　　   当社株式は、平成26年5月の月間平均時価総額が10億円未満となり、東京証券取引所の

　　有価証券上場規程第601条第1項第4号a（時価総額）に定める上場廃止基準に該当致しました。

　　 　この度、平成26年6月における月間平均時価総額及び月末時価総額が10億円以上となりまし

　　たことから、東京証券取引所の定める上場廃止基準には該当せず、猶予期間銘柄入りの指定が

　　解除されることとなりました。

　　（ご参考）

　　　　　① 平成26年6月の月間平均時価総額　　　　　　　　　   ： 1,026,276,953 円

　　　　　② 平成26年6月の月末時価総額　　　　　　　　　　　： 1,033,671,641 円

　　　　　　　　（6月30日終値103円×6月末日上場株式数 10,035,647株）

２．今後の見通しについて

　　   当社は、現在、当期（平成26年11月期） 第2四半期決算の集計中ですが、客先都合に伴う納期

　  ズレコミによる売上減少予定（前年同期：8億62百万円から当第2四半期：7億67百万円）や、大型

　  製品の据付費・現地工事費等予想外の追加費用が発生したため、遺憾ながら、当第2四半期純

　  損益は、2億41百万円の四半期純損失となる見込みであります。

　　    しかしながら、今後の見通しにつきましては、最優先課題としている受注展開において、受注環境

　  厳しい中にありながらも、これまで折衝中であった大型案件の成約により、当第2四半期累計期間

　  の受注高は、前年同期（4億20百万円）の倍増となる8億88百万円の受注を確保できており、受注

　  残高におきましても前年同期末（15億５９百万円）には及びませんが、11億24百万円の大台を維持

　  しております。また、当社は現時点において、国内外を中心に引き合いが浮上している大型案件の

　　成約に向け全力で取り組んでおり、更に徹底した経費見直しを継続し、安定した黒字体質を実現

　  することにより、今後も引き続き東京証券取引所における上場を維持するよう最大限に注力して

　  まいる所存であります。

　      株主の皆様をはじめ関係者の皆様には大変ご心配をおかけしておりますが、今後とも格別の

　   ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

以　　　　上

当社株式の上場時価総額の猶予期間解除について
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